
- 1 -

指示を受けたことがなく、かつ、受けるべき事由が現にない者であることの誓約書 （表）

誓 約 書

年 月 日

公安委員会 殿

私は、銃砲刀剣類所持等取締法

をする日前３年以内に同法第10条

の９第１項の指示を受けたことがなく、かつ、受けるべき事由が現に

ない者であることを誓約します。

住所

職業

氏名

備考 該当する事項の□内にレ印を記入すること。

猟銃の所持の許可の申請

猟銃の所持の許可の更新の申請

□ 第４条の２第１項の規定による

□ 第７条の３第１項の規定による
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（裏）

銃砲刀剣類所持等取締法（昭和33年法律第６号）

（指示）

第10条の９ 都道府県公安委員会は、第４条又は第６条の規定による許可を受け

た者がこの法律若しくはこれに基づく命令の規定若しくはこれらに基づく処分

又は火薬類取締法第50条の２第１項の規定の適用を受ける火薬類について同法

若しくはこれに基づく命令の規定若しくはこれらに基づく処分に違反した場合

において、当該許可を受けた者が当該許可に係る銃砲又は刀剣類について適正

な取扱いを行つていないと認めるときは、その者に対し、危害防止上必要な措

置を執るべきことを指示することができる。


